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飼料用トウモロコシの品種比較（４月播種） 

［要約］ 倒伏及び折損の平均値は32.7％及び7.7％で、病虫害の発生は認められなかっ 

た。TDN収量の平均値は98.5kg/a、乾物率の平均値は28.3％であった。「LG3520」は倒 

伏と折損の合計及び病害が少なく、最も多収であり良好な成績を示した。 
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［背景・ねらい］ 

 県奨励品種改訂の基礎資料として、飼料用トウモロコシ二期作栽培体系における１作目

に利用する品種の選定のため、市販されている品種を中心に飼料用トウモロコシの品種比

較試験を行う。 

［成果の内容・特徴］ 

１ 飼料用トウモロコシ５品種（表１）を４月４日に播種して７月 27 日に黄熟期前期～中

期で収穫した(表２）。 

２ 倒伏の平均値は 32.7％、折損の平均値は 7.7％であった。倒伏と折損の合計は、  

 「KD500」が 21.8％と最も少なく、「LG3490」が 62.8％で最も多かった(表２)｡ 

３ 病虫害の発生は認められなかった（表２）｡ 

４ 乾物収量の平均値は 148.0kg/a で､｢LG3520」が 174.9kg/a で最も多く、「34N84」

が 125.4kg/a で最も少なかった（表３）。 

５ TDN 収量の平均値は 98.5kg/a で、「LG3520」が 115.6kg/a で最も多く、「34N84」

が 85.2kg/a で最も少なかった（表３）。 

６ 乾物率の平均は 28.3％で、「KD500」が 30.8％と最も高く、「LG3520」が 26.8％と

最も低かった（表３）。 

７ 乾物中雌穂重割合の平均は 31.3％と低く、台風４号の影響であると考えられた（表

３）。 

８ 以上のことから、「LG3520」は倒伏と折損の合計も少なく、最も多収であり良好な

成績を示した。 

［成果の活用面・留意点］ 

１ ４〜７月の気象条件について、平均気温の積算温度は 2,399℃（平年比-59℃）で平年

より少なく、積算日照時間は 578 時間（平年比+６時間）で平年並み、積算降水量は 723

mm（平年比+144mm）で平年より多かった。 

２ ６月 20 日に台風４号の影響で甚大な倒伏・折損が発生した。 

 



 

 

［具体的データ］ 
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